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研究成果の概要（和文）：　本研究は、インターネットを活用した交流学習において、協調的コミュニケーションを促
進することを目指し、学習者が抱える交流学習不安の相違に対応した効果的なオンライン・ファシリテーションの手法
を明らかにすることを目的として実施された。研究の成果として、1）学習者が交流学習を行う際に抱く不安を特定し
た交流学習不安尺度の作成、2）交流学習において学習者が必要とするオンライン・ファシリテーションの手法の特定
、3）学習者の不安の相違に対応したファシリテーションによる協調的なコミュニケーションの促進の3点があげられる
。

研究成果の概要（英文）：　This study purposed to identify effective online facilitation techniques that 
decrease learners' anxiety and promote cooperative communication in online cooperative learning. As a 
result, 1) an Online Cooperative Learning Anxiety Scale consisted of 13 items was developed, 2) effective 
online facilitation techniques: ice-breaking, motivating, learning management, advisement, and technical 
support were identified, and 3) interactions between learners' anxiety and facilitation techniques were 
identified.

研究分野： ICTを活用した自律的な学習環境における学習者の支援

キーワード： 交流学習　ファシリテーション　学習不安　オンライン学習

  ２版
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１．研究開始当初の背景 
高度情報化、グローバル社会を生きるには、

ICT 活用力や思考・判断力、問題解決力、デ
ジタル時代のコミュニケーションスキルな
どの 21 世紀型スキルが求められている。こ
の 21 世紀型スキルを身に付けるには、単に
情報手段の操作方法を学ぶだけでなく、集団
による協調的な学習が必要と考えられてい
る。具体的には、情報の収集、判断、処理、
表現等のプロセスを重視した、課題追究型の
グループ学習の必要性が指摘されている
（Botkin, 1999）。協調的なグループ学習によ
り、学習者は「個々の学習者にバラバラに存
在している『知識の不足部分』をお互いの学
びあいで補充」（原田ら, 2005）できると考え
られており、このような協調学習を具体化す
る手段として、インターネットを使った交流
学習が提案され、実践されている。 
 
交流学習などの協調による学習では、ファ

シリテーターやリーダーと呼ばれる学習支
援者の果たす役割が大きい（白井, 2011）。交
流学習は学習者の自律性に任せて進行する
が、活発な学習な場を生むには、学習者の主
体性を引き出し、協調的なコミュニケーショ
ンを促す学習支援者が必要である。特に、本
研究のようにインターネットを介して遠隔
交流学習を行う場合、集合による学習とは異
なり、学習者の行動や表情を常に確認しなが
ら支援ができるわけではない。そのため、フ
ァシリテーターには、e ラーニングのチュー
ター等に必要とされる、システムの操作法や
学習内容、学習の進行に関する知識・スキル
に加え、コミュニケーションを促進したり調
整したりするスキルが求められる。 
ファシリテーターとは、交流学習において、

参加者の発言を促したり、参加者を励ました
りすることで学習を支援し、交流を促進する
役割をいう。オンライン・ファシリテーショ
ンの働きについては、①学習者の励ましや交
流の促進、②学習の管理、③システムの操作
方法などのテクニカル・サポートが提案され
ている（Kemshal-Bell, G, 2001）。こうしたフ
ァシリテーターの学習者への関わりにより、
学習者の交流に対する不安やコンピュータ
を活用した学習に対する不安が軽減され、協
調的なコミュニケーションが促進されると
予想される。しかし、交流学習におけるファ
シリテーションの重要性が指摘されながら
も、どのようなファシリテーションがいかに
学習者を支援するかを実証的に検証した研
究は、国内外を見回しても少ない。そのため、
学習者の特性に対応したファシリテーショ
ンの効果はほとんど明らかにされていない。 
 そこで、本研究では学習者の特性として、
交流学習などの協調による遠隔学習の成果
に与える影響が大きいことが指摘されてい
る学習不安（Mohamed, N., & Karim, N. S. A., 
2011）を取り上げ、どのような不安を抱える
学習者に対してどのようなファシリテーシ

ョンを行うことで、協調的コミュニケーショ
ンが促進されるかを明らかにすることを目
的とする。つまり、本研究では特性処遇交互
作用の観点から、オンライン・ファシリテー
ションの効果を検証する。 
本研究では、被験者に静岡県及び韓国・済

州島（日本語学科）の大学生計 80 名を用い
る予定である。大学生を被験者として用いる
のは、O’ Sullivan（1996）などの研究におい
て、年少者は成人と比べて知識の獲得・構成
のための認知的操作をうまく行えないこと
が示されているからである。静岡県と済州島
の学生を被験者に用いるのは、①遠隔地の学
習者同士であるため、協調して学ぶにはイン
ターネットによる交流学習等の手法が必要
であることに加え、②両者ともに交流学習の
経験が少なく、本研究の変数である交流学習
の進行やコンピュータ活用学習に対する不
安を抱えていることが予想されること、そし
て、③両者とも日頃、相手国人との触れ合い
が少なく、相手国人とのコミュニケーション
に対する不安を抱えていることが予想され
るためである。そのため、どのようなファシ
リテーションを提供することで、学習者の抱
えるどのような不安を軽減し、協調的なコミ
ュニケーションを促進するのかを検証する
のに適した被験者グループと考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、インターネットを活用し

た国際交流学習において、協調的コミュニケ
ーションを促進することを目指し、学習者の
抱える交流学習不安の相違に対応した効果
的なオンライン・ファシリテーションの手法
を明らかにすることである。具体的な目標は、
次の 3 つである。 
 
(1) 交流学習不安の分析と交流学習不安尺度
の作成 

 
(2) 学習ログの分析結果を基にしたファシリ
テーション・マニュアルの作成 

 
(3) 交流学習不安の相違に対応したファシリ
テーションによる協調的コミュニケーシ
ョンの促進 

 
３．研究の方法 
本研究の計画・方法は、次の 3 つの段階か

ら成る。 
 
(1) 調査、学習整備段階（研究初年度）：イン
ターネットを活用した国際交流学習の学
習内容を検討するとともに、交流学習に用
いるグループウェアを選定し、環境設定を
行った。また、交流学習に際して学習者が
抱える不安を把握し類型化するために、交
流学習不安尺度を作成した。 

 
初年度（平成 25 年度）は、研究目的(1)の



「交流学習不安の分析と交流学習不安尺度
の作成」を行った。交流学習不安は、調査対
象から自由記述で聞き取り、KJ 法により分類
するボトムアップ的手法で明らかにした。ま
た、次年度からの交流学習に備え、学習で用
いるグループウェアを選定し学習環境を設
定するとともに、学習内容を検討した。 
 
(2) 実験試行、学習分析段階（第二年度）：交
流学習を試行するとともに、学習者の発言
のログを分析することで、コミュニケーシ
ョンの内容によって不安がいかに変容す
るかを検証した。また、分析結果を基に、
学習支援のためのファシリテーション・マ
ニュアルを作成した。 

 
 第二年度（平成 26 年度）は、研究目的(2)
の「学習ログの分析結果を基にしたファシリ
テーション・マニュアルの作成」を行った。
まず、前年度に環境設定をしたグループウェ
アを活用し、静岡と済州島の大学生 80 名を
対象に交流学習を行った。ついで、交流学習
によって得られた学習者の発言のログを分
析することで、どのような交流学習不安に対
していかなる支援方法が効果的であるかを
明らかにし、ファシリテーション・マニュア
ルを作成した。 
 
(3) 実験実施、学習者支援段階（最終年度）：
交流学習不安の相違に対応したファシリ
テーションによって、不安が軽減され、協
調的なコミュニケーションが促進される
ことを検証した。 

 
 最終年度（平成 27 年度）は、研究目的(3)
の「交流学習不安に対応したファシリテーシ
ョンによる協調的コミュニケーションの促
進」を行った。まず、前年度に作成したマニ
ュアルを使ってファシリテーター研修を行
った。ついで、静岡と済州島との間で交流学
習を行った。最後に、学習ログを分析するこ
とで、ファシリテーションの効果を検証した。 
 
４．研究成果 
研究目的である(1) 交流学習不安の分析と

交流学習不安尺度の作成、(2) 学習ログの分
析結果を基にしたファシリテーション・マニ
ュアルの作成、(3) 交流学習不安の相違に対
応したファシリテーションによる協調的コ
ミュニケーションの促進について、以下の通
りの研究成果を得た。 
 
(1) 交流学習不安の分析と交流学習不安尺度
の作成 

 
 研究期間の初年度に調査対象から自由記
述で聞き取り、KJ 法によって分類するボトム
アップ的手法で交流学習不安を明らかにし、
尺度作成のための追調査を経て、最終的に 13
項目から成るオンライン交流学習不安尺度

OCLAS（Online Cooperative Learning Anxiety 
Scale）を作成した。また、オンラインでの交
流学習に際して学習者が抱える不安要因と
して、①コンピュータ、②オンライン学習不
安、③コミュニケーション不安の 3 要因を明
らかにした。 
 
(2) 学習ログの分析結果を基にしたファシリ
テーション・マニュアルの作成 

 
 研究期間の第二年度に交流学習に際して
の適切かつ有効な支援としてのオンライ
ン・ファシリテーションの手法を第二年度に
検討した。まず、初年度に明らかにした学習
者のオンライン交流学習不安の背景要因と
内容を基に、第二年度に交流学習を体験した
学習者がどのような教員の指導・支援を望む
かを自由記述で尋ねた。結果、交流学習で利
用するシステムの操作方法や交流が停滞し
た際の交流促進を望んでいることを明らか
にした。これらの結果を基に、オンライン交
流学習不安に対応したファシリテーション
を①アイスブレーク、②学習の動機づけ、励
まし、③学習管理、④方向性の示唆や修正の
助言、⑤技術的問題についての助言・支援の
5 つに分類した。 
 
(3) 交流学習不安の相違に対応したファシリ
テーションによる協調的コミュニケーシ
ョンの促進 

 
 研究期間の最終年度には、どのようなファ
シリテーションが、いかなる不安を抱える学
習者を援助し、協調的コミュニケーションを
促進し得るかという問題を扱った。すなわち、
学習者不安の相違に応じた、特定化されたフ
ァシリテーションが効果的に働くことを実
証実験によって検証した。その結果、初めて
交流する相手とのコミュニケーションやグ
ループでの交流に関する不安、すなわちコミ
ュニケーション不安を抱える学習者は、励ま
しや KR を与えられたり、話の流れを整理し
たりするコメントを与えられることで不安
が軽減される傾向がみられた。一方、課題を
遂行したり、必要な情報が入手できるのかど
うか、学習の進行に関する不安、すなわち学
習不安を抱える学習者は、学習の進捗状況を
モニターしたり、学習計画に対する助言を与
えるなど、学習管理のためのファシリテーシ
ョンを与えられることで不安が軽減される
傾向がみられた。また、グループウェアの操
作方法や専門用語など、コンピュータの活用
に関する不安を抱える学習者は、システムの
操作方法や問題が発生した場合の対処方法
などについてのテクニカル・サポートを与え
られることで不安が軽減される傾向がみら
れた。 
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